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お
知
ら
せ
平成30年度予算の執行状況を公表します（平成31年３月末現在）

　市の財政運営について市民の皆さんに知っていただくため、「飛騨市財政事情の作成および公表に関する条例」に基づ
き、年に２回、予算の執行状況などを公表しています。
　今回は、平成30年度（平成31年３月31日現在）の予算額に対する歳入・歳出の状況と基金・市債の年度末残高見
込みをお知らせします。なお、一般会計及び特別会計には５月31日まで出納整理期間があるため、今回公表する金額は決
算額とは異なります。

財政課 0577-62-8903

●一般会計の執行状況

収入済額： 収入率： 支出済額： 執行率：

●特別会計の執行状況 ●基金の現在高

特別会計総額

●市債の現在高

●企業会計の執行状況

企業会計総額

市債現在高 市民１人あたり

　収入不足や将来の事業に備えて蓄えているお金です

　学校や道路などを整備するために借りたお金です
（家計における借金）

　営利的性格を有し、民間企業とほぼ同様の会計処理を行う会計です

　保険事業や下水道など特定の事業を行うために設置される会計です

支出済額
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
下水道事業（５会計）
駐車場事業
情報施設
給食費

25億9,279万円
3億4,726万円
27億874万円
4億7,891万円

546万円
9,544万円
3,359万円

27億4,147万円
3億4,108万円

28億9,733万円
13億6,964万円

667万円
8,430万円
2,997万円

30億1,775万円
3億9,070万円

32億8,773万円
15億9,701万円

890万円
1億587万円

3,680万円

水道事業
国民健康保険病院事業

支出済額会計名

会計名 予算額 収入済額

　市が行う仕事の中心部分となる会計です。皆さんから納めていただいた市税や国から交付される地方交付税を主な収入源とし、福祉施
策やごみ処理、公共施設の整備、小・中学校の運営など様々な行政サービスの提供に使われます

歳 入 181億8,077万円 86.9% 歳 出 72.3%

歳出総額
（ 72.3% ）

総務費
（ 83.7% ）

民生費
（ 76.9% ）

土木費
（ 50.3% ）

教育費
（ 69.8% ）

公債費
（ 96.2% ）

その他
（ 62.4% ）

151億972万円

歳入総額
（ 86.9% ）

市税
（ 96.2% ）
地方交付税

（ 105.3% ）
国庫支出金
（ 66.7% ）

県支出金
（ 57.6% ）

市債
（ 26.8% ）

その他
（ 99.0% ）

209億1,255万円
181億8,077万円

34億4,984万円
33億2,042万円
72億1,435万円
75億9,683万円
19億1,546万円
12億7,781万円
14億8,822万円

8億5,684万円
22億8,299万円

6億1,249万円
45億6,170万円
45億1,638万円

209億1,255万円
151億   972万円

31億6,975万円
26億5,411万円
43億4,839万円
33億4,341万円
27億8,654万円
14億   177万円
16億5,354万円
11億5,431万円
28億6,704万円
27億5,846万円
60億8,730万円
37億9,766万円

8億3,346万円
20億8,153万円

3億5,289万円
16億9,205万円

4億921万円
16億9,386万円

一般会計

特別会計

企業会計

総額

30年度末

29年度末

30年度末

29年度末

30年度末

29年度末

30年度末

29年度末

166億8,393万円

179億5,082万円

90億6,276万円

97億1,273万円

13億8,747万円

15億6,427万円

271億3,416万円

292億2,783万円

694,383円

733,525円

377,191円

396,892円

57,746円

63,921円

1,129,319円

1,194,338円
予算額 収入済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 支出済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 支出済額

■ 予算額 ■ 収入済額 ■ 予算額 ■ 支出済額

基金現在高 市民１人あたり

（家計における貯金）

一般会計

特別会計

企業会計

総額

30年度末

29年度末

30年度末

29年度末

30年度末

29年度末

30年度末

29年度末

561,601円

566,554円

69,839円

66,884円

60,300円

59,241円

691,739円

692,679円

収入率： 72.1%
執行率： 70.2%

29億1,499万円
21億307万円

20億4,495万円

収入率： 74.2%
執行率： 88.5%

84億4,476万円
62億6,217万円
74億7,045万円

134億9,358万円

138億6,472万円

16億7,801万円

16億3,678万円

14億4,883万円

14億4,974万円

166億2,042万円

169億5,124万円
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テープカットを行う関係者ら

発達障がいや身体障がいのある児童を支援
５月７日（火曜日）　ハートピア古川

放課後等デイサービス「きゃっち」オープン

　障がい児通所支援サービスを行う放課後等デイサービス
「きゃっち」が７日、ハートピア古川内にオープンしそのオー
プニングセレモニーが行われました。
　この施設は、発達障がいや身体障がいのある市内小学生
児童を対象に、感覚遊びや生活訓練運動など行い、生活障が
いが改善できるよう支援していきます。　
　この日は、オープニングセレモニーが同所で行われ、関係者
らによるテープカットが行われました。都竹市長は「このサー
ビスを通じて、子どもたちが楽しみながら、そして保護者の皆
さんたちと考え方や目指す方向など共有しながら成長して
いってもらいたい」とあいさつしました。

藤棚を眺める和服モデル

藤の花と春を楽しむ
５月６日（月曜日）　古川町　安望藤園

安望藤園「第４回藤まつり」

　第４回藤まつりが６日、古川町上気多の安望藤園で行わ
れ、多くの地域住民や観光客でにぎわいました。
　安望藤園は、平成26年の豪雪で被害を受けた後、飛騨信
用組合で修復・整備され、昨年３月には、市民の憩いの場とし
て活用してほしいと同組合より市へ寄付していただきました。
　この日は、藤棚の一部で花が咲きはじめたばかりでしたが、
地元バンド演奏やステージショーが会場を盛り上げました。ま
た、写真撮影会やバザー、だんごまきも行われ、訪れた観光
客らは、藤を楽しんだり、ステージショーを見るなどまつりを
楽しみました。

植樹をする参加者

未来への夢を込めて
５月５日（日曜日）　古川町高野　旧古川スキー場

高野千本桜夢公園植樹会

　高野千本桜夢公園整備委員会（岡田善徳代表）は、清流
の国ぎふ森林・環境税を活用して古川町高野地内の旧古川
スキー場跡で記念植樹を行いました。
　この千本桜夢公園は、高野地区の有志「高野森の子会」
が平成14年からヤマザクラを植樹してきた公園で、同委員
会が主体となり植樹を行い現在までに500本以上の桜が植
樹されました。
　この日は、同委員会のメンバーや市民、愛知県のボーイス
カウト団体、手話サークルの皆さんら約130人が参加し、高
さ約４㍍のヤマザクラ30本をそれぞれグループに分かれて
植樹しました。

「令和」の書を手にする茂住さん（左）と都竹市長

墨書「令和」揮毫　地元に感謝
５月１日（水曜日）　市長室

茂住修身さんが市へ「令和」の書を寄贈

　新元号「令和」を揮毫された飛騨市古川町出身の内閣府人
事課辞令専門職で書家の茂住修身さんが１日、市役所を訪
れ、新たに揮毫された「令和」の書を市に寄贈していただきま
した。
　この日茂住さんは、「青邨」の落款を入れた「令和」の墨書
と新元号のいわれになっている万葉集の歌が書かれた色紙を
持参され、都竹市長に手渡しました。
　茂住さんは「地元にお礼をしたいという思いと、５月１日を
無事に迎えられたことも含め本日伺いました。また、こういっ
た作品を目にし親しんでもらえることはとてもうれしい」と
語ってくれました。
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協定書を手にする田中飛騨支部長（右）

災害時に円滑な燃料供給体制を確保
５月14日（火曜日）　市役所

災害時の石油類燃料供給に関する協定締結

目録を手にする亀谷会頭（左）と中畑副所長（右）

宇宙物理学に大きく貢献できるよう
５月22日（水）　神岡振興事務所

東京大学宇宙線研究所へ若手支援基金を贈呈

　東京大学宇宙線研究所若手支援基金への贈呈式が22日、
神岡振興事務所で開かれ、東京大学宇宙線研究所、神岡商
工会議所や市関係者らが出席しました。
　この贈呈式は、東京大学と市との連携協定により、神岡商
工会議所の会員企業５社がスーパーカミオカンデ等に関連す
る新商品を販売し、その売り上げの一部を同研究所の若手研
究者支援を目的とした基金へ寄附を行ったものです。
　この日は、同研究所副所長の中畑雅行氏、神岡商工会議
所会頭の亀谷豊氏らが出席。売上金の一年分の寄付金
259,676円の目録書を亀谷会頭から中畑副所長に手渡され
ました。

飛騨市の魅力を伝える
５月25日（土）　飛騨市内

飛騨市長と巡る飛騨市バスツアー

ツアーに参加した皆さん

　市と月刊ぷらざとのコラボツアー企画「飛騨市長と巡る飛
騨市ツアー」が25日、市内で行われました。
　このツアーは、市の魅力を知ってもらおうと岐阜で生活情
報誌を制作している月刊ぷらざと市が協働し開催され、今回
で２回目の開催となりました。
　この日は、岐阜方面から40人が参加し、２グループに分か
れてひだ宇宙科学館カミオカラボと江馬氏館跡庭園を見学し
ました。昼食会場では、ツアーの目玉でもある老舗料理旅館
八ツ三館での豪華ランチを堪能。昼食後には都竹市長が古川
町内の屋台蔵、瀬戸川などの歴史や文化などを案内し、飛騨
市の魅力を伝えました。

　市と岐阜県石油商業協同組合飛騨支部の間で、災害時にお
ける石油類燃料の供給に関する協定締結式が14日、市役所で
行われました。
　この協定は、市内で災害が発生した場合に緊急車両や避難
所、各庁舎などの非常用発電機に使用する石油類燃料を優先
的に供給することや、災害時に円滑な燃料供給体制を確保でき
るよう平時から相互に協力するものです。
　協定式では、同組合の田中聖一飛騨支部長と都竹市長が出
席し、それぞれ調印を行った後、協定書を取り交わしました。

ご家族と記念撮影

百歳おめでとうございます
５月８日（水）　飛騨古川さくらの郷

堀きょうさん百歳褒賞

　古川町杉崎の堀きょうさんが百歳を迎えられました。
　これに合わせ、市民福祉部の柚原部長らが飛騨古川さくらの
郷を訪問し、褒賞金と花束を堀さんに贈呈しました。
　この日は、ご家族や施設の職員、入居者の方々が集まり、メッ
セージボードやくす玉割りなどで、堀さんの百歳をお祝いしまし
た。
　柚原部長は｢百歳おめでとうございます。これからも健康でお
元気でいてください｣とお祝いの言葉を贈りました。



神岡街歩きガイド 特集
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『
神
岡
を
知
り
尽
く
し
た
ガ
イ
ド
と一緒
に
町
を

　
　
　歩
き
、こ
の
町
の
魅
力
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
』▲当時の高原川の様子を説明する茂利さん▲飛越鎌倉街道があったとされる山の稜線

　神
岡
街
歩
き
ガ
イ
ド
は
、
神

岡
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
観

光
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
は
載
っ
て
い
な
い
町
の
歴

史
や
深
い
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
、
神
岡
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
日
々
親
切
・
丁
寧
な

案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　茂
利
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を
始

め
た
の
は
10
年
前
。も
と
も
と

神
岡
の
歴
史
に
詳
し
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
神
岡
街
歩
き
ガ
イ
ド
に

関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
も

ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。現
在

も
、
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
、
神

岡
の
歴
史
や
質
問
の
受
け
答

え
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　今
回
は
、
そ
ん
な
茂
利
さ
ん

に
神
岡
の
町
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　最
初
に
向
か
っ
た
の
は
船

津
座
。「
こ
の
町
は
も
と
も
と

材
木
の
町
と
し
て
繁
栄
し
た

町
で
す
。目
の
前
の
高
原
川

は
、
一
級
河
川
の
中
で
も
川
の

幅
が
狭
く
流
れ
が
速
い
の
で
、

材
木
を
流
す
に
は
条
件
が
良

く
、
こ
の
川
を
利
用
し
て
神
社

仏
閣
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
ケ

ヤ
キ
な
ど
を
富
山
へ
流
し
て

売
却
し
繁
栄
し
ま
し
た
。そ
の

後
、
明
治
６
年
に
三
井
組
が
鉱

山
経
営
を
始
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
鉱
山
の
町
と
し

て
発
展
し
ま
し
た
。ま
た
、
飛

騨
市
民
病
院
の
上
に
見
え
る

山
の
稜
線
に
は
、
飛
越
鎌
倉
街

道
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
古
代
の

道
が
残
っ
て
い
ま
す
。船
津
座

か
ら
見
る
景
色
は
神
岡
の
歴

史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
」
と
当

時
の
写
真
や
資
料
を
使
い
な

が
ら
神
岡
の
歴
史
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　次
に
向
か
っ
た
の
は
、
神
岡

振
興
事
務
所
。こ
の
建
物
は
、

建
築
業
界
で
最
も
権
威
が
あ

る
と
さ
れ
、
建
築
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
も
い
わ
れ
る
プ
リ
ッ

カ
ー
賞
に
選
ば
れ
た
日
本
人

建
築
家
の
磯
崎
新
氏
が
設
計

し
た
も
の
で
、
建
物
の
外
壁
に

は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
パ

ネ
ル
、
内
外
装
に
は
大
理
石
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で
宇

宙
船
の
よ
う
な
建
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
磯
崎
氏
は
マ
リ
リ
ン

モ
ン
ロ
ー
が
好
き
だ
っ
た
た

め
、
マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
建
物
外
観
の
曲

線
を
設
計
し
た
そ
う
で
す
。

　「子
ど
も
た
ち
に
こ
の
場
所

を
案
内
を
し
て
ど
う
思
う
か

聞
く
と
、
い
ま
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト

が
発
射
さ
れ
る
み
た
い
。

U
F
O
が
こ
こ
に
下
り
て
く

る
。な
ど
い
ろ
い
ろ
な
想
像
を

し
て
く
れ
て
、
子
ど
も
の
学
習

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と

語
る
茂
利
さ
ん
。子
ど
も
の
目

線
で
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　続
い
て
向
か
っ
た
の
は
、
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

史
跡
江
馬
氏
館
跡
公
園
。
　

「
江
馬
氏
館
跡
公
園
は
、
中
世

の
高
原
郷
を
治
め
た
武
将
江

馬
氏
の
居
館
跡
で
す
。な
ぜ
こ

の
場
所
が
選
ば
れ
た
か
と
い

う
と
、
後
ろ
に
山
が
あ
り
安
全

で
、
上
か
ら
、
家
臣
た
ち
の
生

活
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
、

一
番
安
泰
で
目
の
利
く
場
所

だ
っ
た
か
ら
で
す
。」
と
当
時

の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
江
馬
氏
館
跡
の
歴
史
の
背

景
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　最
後
に
向
か
っ
た
の
は
、
坂

巻
公
園
か
ら
奥
飛
騨
温
泉
口

駅
側
へ
渡
る
釣
瓶
橋
（
つ
る
べ

ば
し
）。「
こ
の
場
所
が
今
日
の

目
玉
で
す
。藤
波
八
丁
も
よ
い

で
す
が
、
こ
の
場
所
の
景
色
も

と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
」
と

今回のガイド
茂利　昌彦さん（８５）
ガイド歴：10年

話
す
茂
利
さ
ん
。橋
か
ら
下
を

の
ぞ
く
と
、
木
々
の
緑
と
綺
麗

な
青
色
に
染
ま
る
高
原
川
、
少

し
奥
に
は
小
さ
な
滝
も
流
れ

て
お
り
、
美
し
い
景
色
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た

後
、
茂
利
さ
ん
に
神
岡
街
歩
き

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

　神
岡
街
歩
き
ガ
イ
ド
の
ツ

ア
ー
は
、『
ぶ
ら
り
街
歩
き
ツ

ア
ー
』、『
神
岡
う
ま
い
も
ん 

味

め
ぐ
り
ツ
ア
ー
』、『
神
鉄
ツ

ア
ー
』
の
３
種
類
が
あ
り
、
中

で
も
、
和
菓
子
屋
や
豆
腐
屋
な

ど
に
立
ち
寄
り
、
神
岡
の
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
町

歩
き
が
で
き
る
『
神
岡
う
ま
い

も
ん 

味
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
』は
オ

ス
ス
メ
の
ツ
ア
ー
だ
と
い
い

ま
す
。

　ガ
イ
ド
の
や
り
が
い
に
つ

い
て
伺
う
と
「
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
場
所
と
違
っ
た
。こ
こ
に

来
て
よ
か
っ
た
。と
お
客
さ
ん

に
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。ま

た
、
鉱
山
の
町
だ
と
思
っ
て
神

岡
に
訪
れ
た
方
が
、
町
の
中
は

昭
和
レ
ト
ロ
で
、
山
の
中
に
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
町
が
あ
る

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
褒

め
ら
れ
た
と
き
は
と
て
も
嬉

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　普
段
見
慣
れ
て
い
る
場
所

で
も
案
内
を
し
て
い
た
だ
く

と
、
町
の
歴
史
や
魅
力
を
発
見

す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
も
神
岡
を
知
り
尽

く
し
た
ガ
イ
ド
さ
ん
と
街
歩

き
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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飛騨の森でカフェタイムを楽しむ
カフェトレッキング in 安峰山

５月27日（月）　安峰山

　森の中でスイーツやコーヒーを楽しむ「カフェトレッキングin
安峰山」が27日、古川町の安峰山で行われました。
　このツアーは、市の第三セクター「飛騨の森でクマは踊る」
と下呂市小坂町の合同会社「216WORKS」が共催し、同市
萩原町のケーキ店「ジークフリーダ」のオーナーシェフ北條達
也さんの協力で行われました。
　この日は、県外から４人が参加。鳥や植物を観察しながら
山頂を目指しました。山頂では、北條シェフがその場でミル
フィーユを作り、参加者に振る舞いました。参加者は、山頂か
らの景色を眺めながらスイーツを食べたり、特設されたハン
モックでカフェタイムを楽しみました。

山頂でカフェタイムを楽しむ参加者

ウオーキングで健康寿命延伸を図る
５月27日（月）　市役所

飛騨市健康ウオーキングガイド協会設立

　ウオーキングを通して健康寿命延伸や交流人口の増加を図
る「飛騨市健康ウオーキングガイド協会」の設立総会が27
日、市役所で開かれ関係者ら13人が出席しました。
　ガイド協会は、市で進める「クアオルト健康ウオーキング」
の実践指導者や普及ガイドの皆さんが中心となって協会を立
ちあげ、今回はその設立総会が開かれました。
　総会では、実践指導者の田中博さんが議長を務め、協会規
約、役員選出などの議事を行い、会長に牛丸洋子さん、副会
長に青木和子さん、事務局長に武藤浩一さん、監事に吉川慶
さんが選ばれました。

飛騨市健康ウオーキングガイド協会の皆さん

感謝状を手にする田代正美代表取締役会長（左）

寄附をいただいた２社へ感謝状を贈呈

田辺三菱製薬(株) (株)バローホールディングス
寄附額100万円 寄附額500万円

５月９日（木）　大阪府　田辺三菱製薬(株) ５月20日（月）　多治見市　(株)バローホールディングス

企業版ふるさと納税を活用し飛騨市へ寄附

　企業から企業版ふるさと納税を活用した寄附をいただきました。
　この寄附は地方創生の取り組みの一環として、民間企業が、積極的な寄附を行える仕組み「地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）」
を活用したもので、飛騨宇宙最先端科学パーク構想推進事業（宇宙物理学研究紹介展示施設「ひだ宇宙科学館カミオカラボ」）の整備財
源に充てられました。
　また、ひだ宇宙科学館カミオカラボは10連休中、約２万人のお客さんが来場するなど、順調な滑り出しをみせています。

感謝状を手にする三津家正之代表取締役社長（右）


